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道路と鉄道の連携によるモーダルミックス拠点の創出

～ ～

環状道路

環状道路からの
アクセス確保

一体的な駅周辺開発の誘発

備蓄倉庫

歩行者広場
（滞留空間の確

保）

駅施設

モーダルミックス拠点
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交通広場(交通結節機能の強化)

備蓄倉庫

■ﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ拠点のｺﾝｾﾌﾟ
ﾄ

■ﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ拠点のｲﾒｰｼﾞ

広域防災拠点
から物資搬送

滞留(避難受入等)

周辺地域からの
避難受入

避難空間の提供

バス・自動車等との接続
（駅アクセス・帰宅輸送）

都心への流入経路
の確保

（人材・物資）

医療機能との
連携

流入禁止エリア

環状八号線環状八号線

環状七号線環状七号線

都心

都心と外縁部の
輸送経路の確保

環状道路を活用して
広域物資拠点から
物資搬送

外縁部の鉄道駅を
ﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ化して、
他ﾓｰﾄﾞと接続

駅周辺地区全体で
防災まちづくりの推進：ﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ拠点候補

首都直下型地震に対して、都心外縁部の鉄道駅をﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ拠点として強化
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東急沿線地域図
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地域内交通の
継続は？
坂道、階段が
大変

戸建住宅地
の老朽化
・高齢化

大規模団地の老朽化
住民の高齢化

高齢者の生活支援
買物難民

独居老人・孤独死

病院のベッド数が
足りなくなる？

子育て層の
孤立

コミュニティの
希薄化

空家の増加

若い世代の
不人気

まちの担い手
がいない！

介護・福祉
サービスは？

×

■ ワースト
シナリオ ■

高齢者が安心して暮らし続けられるまちづくり

●マーケットの深耕●

若い世代への魅力の提示、新規獲得

●マーケットの拡大●

既存の暮らしのインフラが
高齢化していくた住民と ミスマッチ！

まちの魅力が、若い世代の
ライフスタイル・期待と ミスマッチ！

人口減少・高齢化・建物老朽化 ： 消費や活動の減退
若年層の流入減少 （職場距離、共働き、子育て、楽しさ）

まちの衰退

■ 二つの
ミスマッチ ■

郊外住宅地の現状と課題

ベッドタウン

都心・職場
から遠い

楽しみ？
文化？

女性の就労や
子育ての両立は？

持家志向低下

郊外の魅力
の低下

将来への不安
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■重点方針■

「郊外」を持続させる人とコミュニティの「仕組み」をつくっていく

 エリア・マネジメント ； まちづくりの担い手づくり、 官民連携のまちづくり主体 “新しい公共” 、

 “お金が回る仕組み” ； 規模も主体も多様なビジネス、地域の「職」 創出

次世代の要請に応える「暮らしのインフラ・ネットワーク」をつくりあげていく

 交通（移動）・医療・介護・子育て・エネルギー・就労・交流・コミュニティ ＋ 住まい・住まい方 を、まちづくりを
通じて一体的に、実践していきます

郊外住宅地の中の「コミュニティ・リビング・モデル」を提示していく

 「暮らしのインフラ」を集約した施設と住宅を併設した郊外の新しい「住まい方」、シニア層の住みかえモデル、多世代
共生のモデルとして提案していきます。

「人」「暮らし」「コミュニティ」を最重要視し、
「持続性」「循環」「多様性」を目指す

「次世代のまちづくり」を通じて高齢社会・人口減少
社会の課題解決を実践していく

「既存のまち」での「持続」と「再生」を目的とする

■基本理念■

5

横浜市・東急電鉄 次世代郊外まちづくり骨子
2012年4月 包括協定締結
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レジリエントなまちづくりの基本的な視座

Ⅳ．土 台

既成市街地における生活者中心のスマートコミュニティの実現
環境・エネルギー・安心安全・情報プラットフォームの確立

Ⅰ．豊かさ

多世代が支えあうコミュニティ
地域の小さな経済モデルを創出

Ⅱ．暮らし

地域の子育て・医療・介護システム
公共・公益資源の有効活用

Ⅲ．住まい

大規模団地・企業社宅等の再生
戸建住宅地の持続の仕組み作り

Ⅴ．仕組み

まちづくりの担い手育成
エリア・マネジメント組織
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シニア層住みかえ

駅

駅

駅

空室活用

交流拠点

空家活用

団地再生

戸建賃貸住宅
シェアハウス

元気な
コミュニティ

コミュニティ
・ビジネス

世代間
バランス

コミュニティ
・レストラン

医療・介護拠点

出産環境・
子育て相談

交流拠点

若年層の流入

定期借地権付
分譲マンション

定期借地権付
分譲マンション

若年層の流入

シニア層住みかえ

交流拠点

戸建住宅地

駅近接の商業
・住宅ﾐｯｸｽｴﾘｱ

コミュニティ
リビング（拠点型）

老朽化
大規模団地

基幹バス

デマンド交通

鉄道

交通ネットワーク

コミュニティ・リビング

多世代の暮らしを支えていく
「暮らしのインフラ」を集約した
拠点（地域のリビングルーム）

多様な住宅、商業施設

医療・介護、コミュニティ施設、
保育園、就労機能など

次世代郊外まちづくりのグランドデザイン
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屋上緑化

太陽光発電

農業

ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾌｪ

保育園

多
様
な
住
ま
い

市民
ｷﾞｬﾗﾘｰ

まちの交流拠点
・まちの会議室

歩行者専用道

備蓄倉庫 駐車場
エネルギー店舗等

多
様
な
住
ま
い

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
・ｼｮｰﾄｽﾃｲ

ク
リ
ニ
ッ
ク

多世代賃貸、ｻｰﾋﾞｽ付高齢者向け住宅
定期借地権住宅分譲、ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞﾊｳｽなど

モビリティ

レジリエント視点での次世代郊外まちづくりイメージ
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複合施設棟

マンション棟 たまプラーザ 駅へ→

99

新たな取組事例 たまプラーザテラスリンクプラザ

2013年3月1日開業

【医療系サービス】
歯科クリニック
内科クリニック

メディカルスキャニング

【その他サービス】
認可保育園
保険相談サロン
マッサージ・鍼灸

【行政サービス】

横浜市たまプラーザ
地域ケアプラザ
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2012年7月 次世代郊外まちづくりキックオフフォーラム

次世代郊外まちづくりワークショップ

「次世代郊外まちづくり基本構想2013」の発表 2013年6月

リーディング事業へ

25

104人

109人

108人

105人

95人

11
月
以
降

た
ま
プ
ラ
大
学

市民力を活かしたレジリエント・コミュニティづくりのプロセス

平
成
２
４
年

25
年

26
年
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③住まい

①豊かさ

②暮らし

④土 台

⑤仕組み

「次世代郊外まちづくり」暮らしのインフラ検討部会

スマート
コミュニティ
推進部会

地域包括ケア
システム推進部会

暮らしと住まい
再生部会

コミュニティ
リビング部会

コミュニテイ

ビジネス部会

学校用地活用
賃貸住宅（コレクティブハウス、シェアハウス）
サービス付高齢者住宅、デイサービス
定期借地権マンション、小規模商業施設

コミュニティビジネス創出
アクティブシニア
女性、子育て世代

医療・介護連携
回診、往診・訪問看護
小規模多機能施設

社宅・団地再生
次世代郊外応援マンションスペック
住み替えシステム

エネルギーマネジメントシステム
地産池消・自律分散エネルギー
創エネ・省エネ・蓄エネ

設立済

設立済

設立済

地域交通
システム部会

パーソナルモビリティ
フルデマンドバス
ＥＶカーシェア

近日
設立
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①住民創発プロジェクト

～シビックプライドプロジェクト～

②住民の活動を支える仕組みと場づくり

③家庭の節電プロジェクトとエコ診断

④まちぐるみの保育・子育てネットワークづくり

⑤地域包括ケアシステム

「あおばモデル」パイロットプロジェクト

⑥暮らしと住まいのグランドデザイン（素案）

の策定

⑦「コミュニティ・リビング」モデルプロジェクト

～企業社宅などの土地利用転換時に

おける土地利用誘導～

⑧「次世代郊外まちづくり」建築性能推奨スペック策定

次世代郊外まちづくり基本構想2013

■2013年度取り組む８つのリーディングプロジェクト
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【環境・エネルギー】 【場作り・コミュニティ形成】

【楽しむ】 【働く】

美しが丘カフェ

フラッシュモブ

交流の森

たまプラナイトウォーク

３丁目カフェ

たまプラNetwork

AOBA+ART

美しが丘Diamonds

たまプ楽食・御用聞き

Loco‐Working協議会

街の見守り・ポスティング

たまプラ油田プロジェクト

オールたまプラーザ健康コミュニティづくり

たまプラ電力プロジェクト

たまプラシビックメディア

住民創発（シビックプライド）15プロジェクト
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住民創発（シビックプライド）プロジェクト

『フラッシュモブ』 2013/11/4（日本経済新聞）
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生活者視点のスマートコミュニティとは

生活者
中心

電力

健康

天気 交通

TVｴﾝﾀﾒ

ｴﾘﾏﾈ
地域
情報

WISE!
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雇 用

既成市街地における生活者視点のスマートコミュニティ構想（案）

たまプラーザ
テラス

大口需要家

Ｅ Ｖ

エリアマネジメント（雇用）

コ ジ ェ ネ
再生可能エネ
地域蓄電施設
節 電 所

￥
活動資金

Ｐ Ｍ Ｒ
空 地
活 用
自販機

行政業務一部委託

財政コスト削減
地域ニーズに
合ったエリマネ

ＣＥＭＳ

町内まるごと「見える化」
（ネガワット・キャンペーン）

ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC
各戸配布

小規模多機能施設
（医療・介護）
子育て施設
コミュニティ施設

地域情報
プラットフォーム

まちづくり会社

駅EMS
回生エネルギー活用など

太陽光発電（ポジワット）
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家庭の省エネプロジェクト（冬の取り組み）

①たまプラーザを生活圏とする
希望者に参加していただく
（1,000プラ贈呈）
②11月～1月で前年同月並みの
電力・ガス使用量の方に毎月
1,000プラ（総額4,000プラ）贈呈
③受領した地域マネー「プラ」は
たまプラーザ周辺の商業施設で
利用可能

■電気に加え、ガスの見える化
■対象者をたまプラーザ生活圏
に拡大
■地域マネーの普及促進
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家庭の省エネプロジェクト（冬）の成果

 参加申込数 1,202世帯
夏の家庭の節電PJからの継続申込： 207世帯
冬の家庭の省エネPJに新規申込： 995世帯

■モデル地区6,500世帯全てが参加したと仮定すると･･･
電気使用量で月間約137,903kWhの削減量、392世帯分の電力使用量に相当
ガス資料量で月間約32,149m3の削減量、636世帯分のガス使用量に相当

▲66,130kWh
▲5.7％

▲14,309m3
▲8.9％

ガス（ｍ3）
130,000
140,000
150,000

160,000

170,000

24年度使用量
25年度使用量

ガス（ｍ3）

電気（kWh）
1,050,000

1,100,000

1,150,000

1,200,000

24年度使用量
25年度使用量

電気（kWh）
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地域包括ケアシステム「あおばモデル」在宅医療を軸とした地域包括ケア
「あおばモデル」パイロットプロジェクト
在宅医療を軸とした地域包括ケア
「あおばモデル」パイロットプロジェクト
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地域包括ケアシステム「あおばモデル」
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暮らしと住まいのグランドデザイン

Ⅰ．市民が望む次世代郊外の
「新しいライフスタイル」を
提示する

Ⅱ．新しいライフスタイルの
実現のために必要な機能
配置や住まい再生の戦略
を提示する

Ⅲ．地区の目標像として空間
戦略を示し、それを段階的
に実現していく ための
事業展開の戦略を提示する



2014 TOKYU CORPORATION All Rights Reserved.

実現のための４つの戦略
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建築性能推奨指針（案）

目的：次世代郊外まちづくりビジョンに相応しい性能を
もつ建築物の建築を推進するために、新築・改修時に
推奨スペックをハード・ソフト両面での性能指針を定めて
良好な住宅地とコミュニティの持続・再生を目指すもの。

建築性能推奨指針（案）

基本的建築性能

■環 境･･･CASBEE横浜
■エネルギー･･･スマートマンション評価制度
■長期住宅･･･横浜市長期優良住宅
■防 災･･･（既存制度なし）

地域貢献建築性能
■シニア･･･（既存制度なし）
■子育て･･･子育て支援マンション
■コミュニティ･･･（既存制度なし）
■地域防犯･･･（既存制度なし）
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レジリエント・コミュニティになる条件

再投資放置

多世代

高齢化

多機能

単機能

生産

消費

自立する郊外

衰退する郊外
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①【拡充・継続】住民創発プロジェクト ～シビックプライドプロジェクト～

② 【拡充・継続】地域のエネルギーマネジメントに向けた仕組みづくり

③【継続】まちぐるみの保育・子育てネットワークづくり

④【継続】地域包括ケアシステム「あおばモデル」パイロットプロジェクト

⑤【継続】「コミュニティ・リビング」モデルプロジェクト

～企業社宅などの土地利用転換時における土地利用誘導～

⑥【新規】新たな地域移動モデルパイロットプロジェクト

⑦【新規】公的資源の新たな活用の仕組みづくり

レジリエント・コミュニティの実現のために

■2014年度取り組む7つのリーディングプロジェクト


